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研究成果の概要（和文）：本研究では、柔道授業で取り組む基本技能を学べる「柔道アプリ」の作成・活用によ
って、生徒がいつでも自らの課題に応じて予習・復習に役立てられると共に、身に付けた技能の「できばえ」を
確認できるようにすることを目的とした。そこで、これまで教材として用いてきた2次元的な映像や連続写真よ
りも、3次元的な動作解析画像を用いることで、「受け身」の動作がよりイメージしやすくなると考え、取り組
んでいるが道半ばである。現在のところ2次元的な映像を用いて、これまでに構築した柔道の実践的指導プログ
ラムである「受け身ドリルゲーム」の有用性を探るために、鹿屋体育大学体育実技動画学習サイトの柔道教材を
監修し公開している。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to create and utilize a "Judo app" that can 
teach the basic skills covered in Judo classes, allowing students to use it at any time to prepare 
and review according to their own challenges, as well as to check the "performance" of the skills 
they have acquired.Therefore, we are working on the idea that it would be easier to visualize the "
Ukemi" movement by using 3D motion analysis images rather than the 2D video and sequential 
photographs that have been used as teaching materials up until now, but we are only halfway there. 
At present, we are supervising and publishing judo teaching materials on the Kanoya University of 
Physical Education practical video learning site in order to explore the usefulness of the "Ukemi 
Drill Game," a practical judo teaching program that we have developed using 2D video.

研究分野：柔道方法学

キーワード： 柔道授業　実践的指導プログラム　受け身　基本動作　ドリルゲーム　柔道アプリ　動作解析　体育実
技動作学習サイト
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまでに申請者らが研究成果として構築してきた、柔道の実践的指導プログラムである「受け身ドリルゲー
ム」の有用性を探るために、鹿屋体育大学体育実技動画学習サイトの柔道教材を監修し公開している。このこと
によって、より広い社会への研究成果の周知や成果の活用に繋げられると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、中学校で運動する生徒としない生徒による体力・運動能力の二極化、また女子

の小学校、中学校の児童・生徒に、ほとんど運動をしない子供が増えていること等が問

題となっている。このような現状を踏まえ、中学校で初めて学習する柔道授業において

運動が苦手な生徒が自主的・主体的に学習し、自らの課題解決に取り組むためには、新

たな工夫が必要と考えられる。そこで、申請者らは、これまでに柔道の実践的指導プロ

グラムを開発し、授業における活用も試みてきた。 

本研究ではこれらを基に着想した「柔道アプリ」教材の作成・活用によって、生徒が

自主的・主体的に学習し、自らの課題解決に取り組む柔道授業の構築を目指す。今回、

作成する「柔道アプリ」の独自性は、アニメーション化した 3次元的な動作解析画像を

用い、かつ 3次元座標の移動を可能にすることで、どの方向からも動作確認ができるこ

とである。 
 
２．研究の目的 
本研究では、柔道授業で取り組む基本技能を学べる「柔道アプリ」を作成・活用す

ることによって、生徒が自主的・主体的に学習でき、いつでも自らの課題に応じて予

習・復習に役立てられると共に、身に付けた技能の「できばえ」を確認できるように

することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
これまでに申請者らは、基盤研究Ⅽにおいて中学校学習指導要領に示される投げ技

を用いた「形」、「投げ技をかける『きっかけ』」、「受け身」等の技能ポイントを

整理・得点化し、柔道の実践的指導プログラムの開発・実践と教材化を試みてきた。

併せてこれらの教材を、技能を習得させる際の練習そのもののゲーム化や、他者との

比較、自己の前時と本時での比較等に用いてきた。これらを基盤技術とした「柔道ア

プリ」の作成・活用によって、生徒が自主的・主体的に学習し、自らの課題解決に取

り組む柔道授業の構築を目指す。 

なお、アニメーション化した3次元的な動作解析画像を用い、かつ3次元座標の移動

を可能にすることで、どの方向からも動作確認ができる「柔道アプリ」の作成に際

し、研究分担者（熊本高等専門学校・清田）の「学習効果の見える化」に関する先行

研究の成果を活用する。 
 
４．研究成果 
(1) 柔道アプリの作成・活用に向けた成果 

柔道授業において取り組む基本技能を学べる「柔道アプリ」を作成・活用するために、

これまでに申請者らが構築した柔道の実践的指導プログラムである、「受け身ドリルゲ

ーム」の動きの 3次元的な動作解析を試みている。 

本研究では、これまで柔道授業における視覚教材として用いられてきた 2次元的な動

作の映像や連続写真よりも、図 1に示す 3次元的な動作解析画像を用いることで、初心

者も「受け身」の動作がよりイメージしやすくなると考え取り組んでいる。しかし柔道

の特性上、「取」と「受」の身体が重なる部分の解析が困難であるため、現在のところ

道半ばである。 

 



（2）柔道教材の公開 

現在のところ作成・活用が道半ばとなっている、3次元的な動作解析画像を用いた「柔

道アプリ」の教材としての有用性を探るために、これまでに申請者らが構築した柔道の

実践的指導プログラムである、「受け身ドリルゲーム」を基に、図 2 に示す鹿屋体育大

学体育実技動画学習サイトに、2次元的な動作映像による柔道教材を新たに監修し公開

している。このことによって、生徒が自主的・主体的に学習でき、いつでも自らの課題

に応じて予習・復習に役立てられると共に、身に付けた技能の「できばえ」を確認でき

る環境整備に繋げられると考える。併せて、関連する論文の執筆および学会発表を行っ

た。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 二人組での「横受け身」動作の可視化の例 

 

 

 
 

図 2 鹿屋体育大学体育実技動画学習サイト 
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これまでに申請者らが構築した、柔道の実践的指導プログラムである「受け身ドリルゲーム」の有用性を探るために、鹿屋体育大学体育実技動画学習サイトの柔
道教材を新たに監修し公開した。 
鹿屋体育大学　体育実技動画学習サイト　小澤雄二・小崎亮輔　（柔道）監修  
https://nifs-sportsmovie.jp/


